
２０１４年１０月１日 

 
タイにおける日本人向け賃貸住宅事業に着手 

現地の大手財閥サハグループ等と合弁会社を設立 
～海外における日本人駐在員と家族の暮らしをサポート～ 

 

東京急行電鉄株式会社 

 

当社は、タイ王国の大手財閥である「サハグループ」と、同国チョンブリ県シラチャ郡における日本人

向け賃貸住宅事業実施のための合弁会社「サハ東急コーポレーション」を設立しました。国内外での多

数の宅地開発実績等から培った当社のノウハウや、シラチャにおけるサハグループのネットワークを活

用し、周辺に製造業を中心とした日系企業が集積するシラチャにおいて、日本人駐在員とその家族を主

たる顧客とする賃貸住宅事業を展開します。 

 

同国は、インドシナ半島の中心に位置し、２０１５年のＡＳＥＡＮ経済共同体発足後は、約２．５億人の

人口を誇るメコン地域のハブとして、さらなる発展が見込まれる国であり、日系企業が７，０００社以上進

出し、在留邦人も５０，０００人を超えています。 

チョンブリ県シラチャ郡は、同国バンコク都中心部から南東約１００ｋｍに位置します。タイ最大の貿易

港であるレムチャバン港に近く、洪水の影響も少ないなど、近年は日本企業を始めとした外資企業によ

る工場進出も多いエリアで、バンコクに次いで日本人が多く暮らしています。２００９年には同国２校目の

日本人学校が開校したほか、サハグループが２０１３年に開業させた「日本」をテーマにした商業施設で

ある「Ｊ－Ｐａｒｋ」が人気を博すなど、今後、さらなる発展が見込まれます。 

当社が、シラチャで本合弁事業に参画することにより、日本人駐在員とその家族が安心して暮らせる

快適な住まいを提供します。 

 

賃貸住宅事業の詳細については、今後決定次第お知らせします。 

合弁会社、サハグループおよびシラチャの概要は別紙の通りです。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙】 

 

■ 合弁会社（Saha Tokyu Corporation Co., Ltd.）の概要 

 

（1） 名 称  Saha Tokyu Corporation Co., Ltd. （サハ東急コーポレーション） 

（2） 所 在 地  タイ王国 チョンブリ県 シラチャ 

（3） 会 長  Boonsithi Chokwatana （ブンヤシット・チョクワタナ―） 

（4） 社 長 鳥羽 明門 

（5） 事 業 内容  不動産開発業・不動産販売業・不動産賃貸業・不動産運営業 他 

（6） 資 本 金  ３３２百万タイバーツ 

（7） 設立年月日  ２０１４年１０月１日 

（8） 出 資 比率 当  社                         ４５％ 

 Saha Pathana Inter-holding PCL.         ２０％ （※） 

 Saha Pathanapibul PCL.               １２％ （※） 

 I.C.C. International PCL.                １２％ （※） 

 I.D.F. Co., Ltd.                             ６％ （※） 

 CH. Karnchang-Tokyu Construction Co., Ltd.    ５％ 

 【※の４社はサハグループ企業】 

 

 

■ サハグループの概要 

 

タイ王国の大手財閥グループで、投資・工業団地開発および運営などを事業内容とする「Saha 

Pathana Inter-holding Public Company Limited」、消費財を主に取り扱う「Saha Pathanapibul Public 

Company Limited」、化粧品・海外ファッションブランドの展開などを取り扱う「I.C.C. International Public 

Company Limited」などを中心に事業展開している。 

 

□ 設 立 : １９４２年 

□ 所 在 地 : 530 Soi Sathupradit 58, Bangpongpang, Yannawa, Bangkok 10120, Thailand 

□ グ ル ー プ 会 社 数 : 約３００社 

□ グ ル ー プ 売 上 : ２，０００億タイバーツ 

□ グ ル ー プ 総 帥 : Boonsithi Chokwatana （ブンヤシット・チョクワタナ―） 

□ 日系企業との合弁会社 : ８０社 

 

 

 



■ 「シラチャ（Ｓｒｉｒａｃｈａ）」の概要 

 

タイ王国バンコク都より南東へ約１００ｋｍのチョンブリ県に位置し、県庁所在地であるチョンブリと、

世界的な観光地として栄えるパタヤの中間に位置する。１９９０年代以降、製造業を始めとする日系企

業の周辺工業団地への進出により、世界でも有数の日本人街として栄えている。 

日本人の増加に伴い、２００９年にはタイ王国２校目の日本人学校が開校した。 

 

 

以  上 


